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	なぜなぜ分析が「形だけ」で終わっていませんか
	——うまくいかない理由と“型”の整え方
	一方で、こんなお悩みを伺うことも少なくありません。
	「なぜなぜ分析をやっているが、再発防止につながっていない」
	「結局、最後は“注意不足”で終わってしまう」
	「分析はしているが、形だけになっている」
	■なぜなぜ分析とは何か
	■なぜなぜ分析に取り組むメリット
	■なぜなぜ分析がうまくいかない理由
	「経験が足りなかった」
	これらは一見原因のように見えますが、実は“原因のように見える結果”にすぎません。
	ここで思考が止まると、対策も「注意する」「教育する」に留まり、同じ問題が繰り返されます。

	■なぜなぜ分析の基本ステップ（“型”）
	ステップ１：事実を正確に捉える
	ステップ２：現象を分解する
	ステップ３：「なぜ」を一つずつ掘り下げる
	ステップ４：真因を特定する
	ステップ５：対策を仕組みに落とし込む
	■同じ失敗を繰り返さないための活用
	　ポイント
	■社内研修・出張セミナーのご紹介
	こうした課題に対し、JUSEでは
	・改善活動（QCサークル）メンバー

	■最後に
	JUSEでは、貴社の現場に寄り添いながら、改善活動の定着につながる研修をご提供いたします。
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	お問い合わせはこちらから
	＊社内セミナーに関するお問い合わせは、上記リンク先よりお願いいたします。



